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英語 と国際理解
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1.は じめに

平成4年 、大学設置基準の見直 しは、大学における現行のカリキュラム

の検討 を示唆 した。それに基づき、各大学ではカリキュラムの改編を模索

中である。少なからぬ大学では学部の再編問題 まで起 っている。各大学で

最 も共通の話題 となっているものの一つに外国語がある。本学では教育学

部の先生方の中に、話せる英語の学習 を取 り上げてほしい という声が大 き

い。

私は、本紀要 に英語の専門家でない自分自身の体験 を報告 した。1)その

中で、一応、"よ み"・"か き"の で きる大人が、幼児程度の会話力しかな

い不思議さを指摘 された ことについて述べた。生れて初めての外国がカナ

ダであった。専門の化学に関する読み ・書 きで積んだ多 くの経験 を頼 りに

「会話の勉強はしなくて も何 とかなるだ ろう」 というのが私の考えであっ

た。事実、何 とか日常生活をこなす ことができたのであるが、前記の指摘

は、私に とり、 まさに青天の霹歴であった。

明治維新以来、日本が西欧文化を摂取 ・吸収するためには外国語の学習

は必須であった。書物などの解読によって理解 し、咀嚼することが とくに

役に立った。「西欧に追いつけ」が昭和20年 以前の英語教育に大き く影響

した。 もっとも、この状態は今で も部分的には変わらずに続いている。最

近では、電車やバスに乗ると必ず といえるほど外国人 を目にする。彼等が

どのようなルー トで、か くも多数に来ているかは不明である。しかし、 日

本に大勢の外国人が現在いるということは厳然 とした事実である。その数
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も増加の一途 を辿っている。

一方、現在の日本の世界における位置づけは、多数の日本人が外国で活

躍することを必然 とした。い くつかの分野では、日本が開発した技術など

のknowhowを 外国、 とくに発展途上国に移植することにさえなった。こ

れ らの客観的状勢か ら、話すことの意義は有形 ・無形に切実さを持っに至

っている。

2.引 っ込み思案は三文の損

外国人 との会話がスムーズにで きない理由の一つに、shyが あげられ

る。私の感 じでは、国の内外を問わず、最近の日本人の行動 を観察する限

り、 とてもshyと は思われない。 とくに外国では、同じ仲間 として恥ずか

しくなる行為を平気で行っている実例に何度 もぶつかった。これ らは日本

の常識は世界の非常識の例かと思う。真面 目な意味で、"こ んなこと言う

と笑われはしないか"、"文 法的に間違っていないだろうか"な どの理由

で会話 をためらうことも事実である。

昭和20年 代のはじめ、今の通勤ラッシュ並みの混雑の中(た だし、窓 と

いう窓のガラスはすべて割 られ、すべての座席には土足のまま乗客が立っ

ていた。 これが当時の通勤電車のごく当 り前の状態であった。)ふ と気づ

くとG.Lが そばに居た。G.1.と はGovermentissue(官 給品)の 略で兵士

が日常の生活を官給品で賄 うことか ら、兵士達 をそう呼ぶといわれ る。 そ

のG.1.に 、私はDidyoulandedonOkinawa?と 聞いた。彼 はYes、 ただ

し、戦斗が終ってか ら上陸した と答えた。彼の答えを聞いているうちに、

私は間違 いに気付いた。 これは四十数年を経た今でも鮮明に記憶 に残って

いる。新幹線が開通 して数年を経た頃、車内でスワローズ(当 時は国鉄ス

ワローズ)の 黒人名三塁手ロビンソンらしき人が側にいた。その日の試合

の結果を彼 に尋ねた。そのや りとりの中で、splitという言葉があった。私
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の直感では引き分けか と思って話 をしていた。その うち、それはダブルヘ

ッダー(当 時 はよくあった)が1勝1敗 であったことを、両手の人差 し指

を立 てて説明 して くれた。外国人 とはこのようなpossitiveに 相手 に呼び

かけることによって、勘違いや早合点などで多 くの失敗をした。 しか し、

得たものはもっと多かった。前述 した傍若無人の行為 をとる、 というpos-

sitiveな態度 を外国人 との意志の疎通に持込んだら、眉 をひそめるだけの

彼等の我々を見る目が違って くるか も知れない。 とくに、西欧では自分の

意見は強 く主張するが、 日常の社会生活では常に相手に迷惑をか けぬよう

にとい う気配 りを人々に感 じる。

3.英 語は世界の共通語

私たち と交流する外国人の大多数 は英語を母国語 としない人達である。

しかし、中国本土か ら来 る人達の大部分 を除 くと、英語を仲立ち として意

志の疎通が行われている。すなわち、英語を母国語 としない諸外国の人々

と仕事や日常の話 をするとき、ほとんどの場合に英語が使われる。また、

彼等同志でも国が違 えば英語で意志の疎通 を行っている。英語は最 もよく

使われる万国共通語である。ウインザー大学で、私のオフィスに来た2人

のインド人が英語で話 しをしていた。私が日本人的感覚で、なぜインドの

言葉で話さないのか と理 由を聞 くと、インドでは多数の言葉が使われてお

り、大別して9つ の言葉があるとのことで、2人 は互に違う言語圏の人達

であった。そして、英語が2人 の共通語であったのである。

JICA(JapanInternationalCooperationAgency)か らタイ国に派遣

されたときのことである。事前のオリエンテーションで、英会話が不 自由

であると、仕事 の実力があって もcounterpart(派 遣先での先方の担当者

で、仕事の協力者であ り交渉相手でもある)、その他の人々 に軽視 される

ことがあるといわれた。東南アジアの国々や台湾などでは、大学は英語で
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講義を行っているところもある。 また、アジアの国々では、最 も優秀な人

材はアメリカや西欧に留学 し、その次のランクの者が日本に来 るといわれ

る。私の親 しくしているタイの文部省の高官 も、息子 を日本に留学させた

い と言っていたが、結局2人 の息子はアメ リカに行った。

4.nativetongue以 外の人 との英会話

ところで、英語 を母国語 としない人 と英会話をするとき、私は非常 に気

楽にやれる。perfect英 語を話す(で きない相談であるが)よ う神経 を使

わな くてすむからである。私の子供の頃(昭 和10年 代の中頃 まで)、多数

の朝鮮人が日本に来ていた。私の知っている人達 は自由意志で来ていて、

内地(本 州 のこと)で の生活状態 はまあまあであった。勝手 に仕事 も変

え、中にはアルバイ トしながら学校に通うものも少 くなかった。上手 ・下

手の個人差はあって も、彼等の多 くは日常のことは勿論であるが、デ リケ

ー トな日本語 も使 えた。私が子供であったためか、朝鮮独立のために勉強

していると抱負を述べた者 もいた。 しかし、 どんなに日本語の上手な者で

も、nativetongueの 私か ら見 ると、おかしなところが少なか らずあるの

が常であった。50年 以上 を経た現在で も、同じことが言 える。テレビその

他で多 くの外国人が極めて日本人 らしい、あるいは、みなの日本人以上の

日本 語 を話 す人 が 多数 い る。 しか し、そ の よ うな人 達 に も、native

tongueの 我々からす ると、常におかしな個所が沢山ある。所詮、外国人

にperfect日 本語は無理であり、自分のnativetongue以 外の言葉をper-

fectに 使 うことはできない。 こう考えると、英語 を母 国語 としない人達

との会話は、至 らない者同志の英会話 である。私が気楽 になる所以であ

る。皆さんにもこの流儀 をお薦めする。

ス トラスブールに滞在 していた ときのことである。オペ ラを見に出か

け、例によって気楽 に話 しかけた女子学生が、意外に上手な英語で応答 し

一47一



文教大学 言語と文化 特集号

た。"お 前はフランス人にしては珍 しく英語がで きる"と ほめたところ、

"私 は一週間前 にブ リティッシュコロンビア大学から来たばか りのカナダ

人だ"と いわれて大笑いとなった。多 くのフランスの学生は我々 と同様に

英会話が苦手である。わざと使わないという説 もあるが、できない者が多

い というのが私の体験である。ボル ドーでは、彼なら英語が話せるといっ

て、わざわざ友人を呼びに行 くグループにも出会った。

5.英 語の発想で

前述の論文1)にも書いたように、 日本語の発想でな く英語の考 え方で英

語の勉強をすることが大切である。手紙を受取 るはreceiveで あるが、論

文を受理す る(審 査に合格 ということ)は 、acceptで ある。日本語の受理

は上記の両方 を意味することもあ り、曖昧である。英語では厳密に区別す

る。評価する とい う言葉 を和英辞典で引 くと、appraiseやvalueが まず

出て くる。 ところが、英語を母国語 とする人から、 これらの単語を聞いた

り、論文や手紙 の中に見た りすることはほとんどない。 その代わりに彼等

は、appreciateを よく使 う。英和辞書には、第1の 訳 として真価 を認 める

とでている。おわ り頃に[古]評 価するとある。和英で引ける言葉 は日本

語を直訳 したもので、和英か らappreciate.引 出すのはむずかしい。では

どうすればよいか。答 は、彼等の論文 ・文通した ときなどの手紙 ・会話な

どの事例をできるだけ多 く集め、それ らをT.P.0.に より応用 してい くこ

とである。根気がいるが、パ ソコンなどを利用して整理することも可能で

あろう。そもそ も語学の学習 には根気が必要である。

私自身は、未だに下手な作文 ・会話 しかできないが、それでも論文を書

くときはつぎのようにしている。まず論文の内容に応 じて構成を考える。

章立て、節立て、小見出しなどである。 ここまでは和英 に関係ない。化学

ではそれ らを英語にするのは容易である。問題 は、それらの肉付 け、すな
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わち文章を作るときである。私は、まず、日本語 を書き、それを英訳する

ことはしない。文章を、はじめか ら英語で練るのである。そのとき、前述

の事例が役に立つ。英語の発想で書かない と、折角の立派な内容が審査員

に正確 に伝わらず、論文が却下される例 もある。英語の発想に馴 まない文

章 は、文法的に間違いがな くて も、素直 に読 めない、おか しな文章 とし

て、それを掲載する雑誌の評価にも関係するからであろう。勿論、内容が

よければ却下の前に英文を直せ と指示して くることもある。 これを何回か

繰 り返して英語 らしくなって行 くのである。会話の時 も同じで、日本語の

会話を組み立てずに、無意識に英語が口か ら出て くるように勉めている。

日本語でもごく普通の会話は、あまり深 く考 えな くても、つぎつぎと言葉

が出てきて、話が続 くのである。

6.お わりに

これから述べることは、 これまでに書いて来たことと反対の内容のもの

である。JICAか ら何回か途上国に派遣 された鉱山技師の話である。事前

研修には英語の学習も含まれる。内容は日常の会話、新聞記事などの教材

のヒアリングや書 きとりなどである。研修者 を3段 階のランクに分 けて、

これ らを行 う。海外での技術指導の経験が深いにも拘 らず、 この技師は、

英語力のランクは一番下であった。彼自身 は、 この件について動ず ること

のない豪傑であった。派遣された現場でどうするかというと、ずば り、日

本語で指導するそ うである。相手は、嫌で も日本語 をわかろうと努力す

る。なにしろ、先生が 日本語で技術指導 をするのであるか ら。派遣 した専

門家が日本に帰 ると、JICAで はほとん どの場合 に、counterpartを 日本に

留学させる。その時、 この日本語での指導が役立つことになった。専門家

か ら英語で指導を受 け来 日した他のcounterpartsよ り、はるかに 日本 で

の研修の成果が上がったのである。
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英語は相互理解の共通語であるが、お互いがいわば、第三者である英語

という手ぶ くろをはめて握手 しているようなものである。手ぶ くろの上か

らでは、互いの温さは伝わ りにくい。お互いの国の歴史 ・文化 を理解 しよ

うとする場合 も同様であろう。相手 との意志の疎通が、英語である程度可

能であると、つい英語でのや りとりとなる。自分 は相手の言葉で、相手 は

私の言葉の日本語で語 り合えた ら、最高ではなかろうか。タイでの半年の

滞在の終わ りに、私は教員養成大学の先生方に英語で挨拶 をした。ほんの

一部をタイ語でやったが
、今では、ほとんど忘れてしまった。 タイ文字 も

多 くを忘れたので、今でも覚えている部分をローマ字で記す。

pomputpasatai,kunputpasaipun

(私はタイ語で語 り、君達 は日本語で語る)

第5世 代の コンピュータを待つ まで もな く、先 日、日本語の会話 を英

語 ・ドイツ語 に直すコンピュータの試作 について、TVで 放映 していた。

言語は文化で、言葉の勉強は、それの母体 となるその国の文化の研究 にも

繋が り、国際交流にも係わる。言語教育 にもいろいろなapproachの 仕方

があるというのが結論である。
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